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(57)【要約】
　物品において構造体を構築する、ホットメルト接着剤を用いて製造したホットメルト接
着剤材料及び物品。本接着剤材料は、通常、非晶性ポリマーを相溶生ポリマーとブレンド
することにより製造される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体透過性の内層、液体不透過性の外層、及びそれらの間の吸収層を具備する吸収性物
品であって、
　本質的に以下からなるホットメルト接着剤組成物をさらに含む、吸収性物品。
　（ｉ）４０％超の１－ブテンを含む非晶性ポリオレフィン組成物、及び
　（ｉｉ）少なくとも１種のブタンモノマーを含む第２非晶性ポリマーであって、ポリオ
レフィンと相溶性がある少なくとも分子量（ＭＷｎ）１，０００を有するポリマー。
【請求項２】
　前記内層が不織布を具備する、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記外層がポリマーフィルムを具備する、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　不織布層を具備する別の外層を具備する、請求項４に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記物品が、不織布を具備する内層と、ポリマーフィルムを含む多層構造を具備する外
層との間の接着結合を含む、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記ホットメルト接着剤が内層と外層とを接着させる、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記物品が、乳幼児用おむつ、成人用おむつ、及び女性用衛生パッドからなる群から選
択される、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記接着剤が、実質的に粘着付与剤を含まない、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記第２非晶性ポリマーが、分子量約２００～２０，０００及び１００℃で約１００～
２０，０００のセイボルトユニバーサル秒（ＳＵＳ）粘度を有する粘稠液体を含む、請求
項１に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記非晶性ポリオレフィンポリマーが、５０重量％未満である１種以上のアルファオレ
フィンＣ２又はＣ４～２０モノマーを含む、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記第２非晶性ポリマーが、分子量１，５００～６，０００のポリイソブチレンを含む
、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記接着剤が、約５０～９０重量％の非晶性ポリマー及び約１０～５０重量％のポリイ
ソブチレンを含む、請求項１５に記載の吸収性物品。
【請求項１３】
　接着剤の密度が０．９ｇ／ｃｍ３未満である、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項１４】
　第１基材、第２基材、及び第１基材と第２基材とを互いに接着させるホットメルト接着
剤組成物を具備する使い捨て吸収性物品であって、前記ホットメルト接着剤は本質的に以
下からなる吸収性物品。
　（ｉ）４０％超の１－ブテンを含む非晶性ポリオレフィン組成物、及び
　（ｉｉ）少なくとも１種のブタンモノマーを含む第２非晶性ポリマーであって、ポリオ
レフィンと相溶性がある少なくとも分子量（ＭＷｎ）１，０００を有するポリマー。
【請求項１５】
　第１基材が不織布を含み、かつ第２基材がポリマーフィルムを含む、請求項１に記載の
吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１３年１２月出願の米国特許仮出願第６１／９１８，４３４号の利益を
主張するものであり、この仮出願は、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　開示されているのは、物品の構造内におけるセルロース系材料、フィルム又は不織布な
どの基材に適用することができる汎用ホットメルト接着剤材料である。本接着剤組成物は
、物品を組み立て機械的に安定した製品を得るのに十分な融解粘度、粘着力及び接着力を
得るために製造される。接着剤は、通常、物品の製造において有用かつ所望の有益な構造
特性を得られる比率で混ぜ合わせた、ポリマー材料ブレンドを含む。一実施形態は、ホッ
トメルト接着剤である。第２の実施形態は、ホットメルト接着剤の構造特性及び態様を使
用して製造する物品である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許仮出願第６１／９１８，４３４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　通常のホットメルト接着剤は、実質的に均一な熱可塑性樹脂ブレンド中で、ポリマーと
添加剤を混ぜ合わせることにより製造される。改良された塗布装置並びに現行及び最新の
物品構造にて使用するために、改良された材料を必要とする。改良された接着剤を得る新
しい材料配合物の組合せ及びブレンド技術を提供することが、強く必要とされている。
【０００５】
　本接着剤組成物は、第１の非晶性α－オレフィンオレフィンコポリマー及び第２のポリ
マーを含む。非晶性ポリマーは、ブタン及びエチレン、プロペン、ペンテン、オクテンな
どの１種以上のアルファオレフィンモノマーを含む非晶性又はランダムポリマーを含む。
第２のポリマーは希釈剤、粘度調整剤、鎖延長剤又は可塑剤として機能することができる
非晶性物質を含む。
【０００６】
　本発明で使用する場合、「ホモポリマー」とは単一モノマーの重合から生じたポリマー
、すなわち、本質的に単一の繰り返し単位のタイプからなるポリマーを意味する。
【０００７】
　本発明で使用する場合、用語「コポリマー」は、少なくとも２種の異なるモノマーの重
合により形成されたポリマーを示す。例えば、用語「コポリマー」とは、プロペン又はブ
タン、好ましくは１－ブテンと、例えばエチレン、１－ヘキセン又は１－オクテンなどの
α－オレフィン等のモノマーの共重合反応生成物を含む。
【０００８】
　本発明で使用する場合、用語「プロペンコポリマー」又は「プロピレンコポリマー」と
は、４０重量％超又は５０重量％以上のプロペンと、エチレン及びＣ４～Ｃ２０　α－オ
レフィンを含む群から選択される、少なくとも１種のモノマーとのコポリマーを意味する
。
【０００９】
　本発明で使用する場合、用語「ブタンコポリマー」とは、ｎ－ブテン（１－ブテン）又
は２－ブテンとＣ２～３及び５～２０アルファオレフィンの群から選択される少なくとも
１種のモノマーとのポリマーを意味する。ブテンコポリマーは、通常、最低量が少なくと
も約４０又は約５０重量％以上の、１－ブテンなどのブタンモノマーを含む。
【００１０】
　用語「非晶性」とは、実質的に結晶性が存在しない、（すなわち）結晶化度が５％未満
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及び１％未満であることを意味する。用語「ヘテロ相」ポリマーとは、非晶性の特質を有
すると共に、冷却された粘着剤の密集体に凝集力を与えることができる、少なくとも若干
の実質的な結晶性部分（少なくとも５重量％、１０重量％、２０重量％、４０重量％又は
５０重量％の結晶性含有物）を有するポリマーを意味する。結晶性部分は、立体規則性を
有するブロック又は配列の形態であることができる。
【００１１】
　用語「配列又はブロック」とは、組成、結晶化度、又はその他の態様と類似したポリマ
ー中の繰り返しモノマー部分を意味する。
【００１２】
　本発明で使用する場合、用語「オープンタイム」とは、溶解したホットメルト接着剤組
成物を第１基材へ塗布して、基材上の接着剤の有効な粘着力又は湿潤性が、接着剤組成物
の固化により完全に消滅するまでの経過時間を意味する。オープンタイムは「張り合わせ
時間」とも称される。
【００１３】
　本発明で使用する場合、用語「基材」とは、少なくとも部分的に又は全体的に固化した
繊維、フィルム又はホットメルト接着剤組成物との接触を意図された平坦な表面を有する
、任意の品目を意味する。場合によっては、ホットメルト接着剤組成物の同一の領域、円
、滴、線、糸状体又は点を、２種又はそれ以上の基材と接触させて接着結合を生成する。
場合によっては、基材は同一成形品の一部である。例えば、折りたたみフィルム又は折り
たたみ不織布、互いに接着結合している折重ねた厚紙シートの両面である。他のこのよう
な場合、基材は異なる成形品の一部である。例えば、第２のフィルムに接着接合したプラ
スチックフィルム、不織布又は厚紙シートである。基材は、不透過性、透過性、多孔質、
又は非多孔質であってよい。
【００１４】
　本発明で使用する場合、用語「実質的に」とは、一般に同一又は一様ではあるが、確定
した性質、概念規定からすると僅かな変動が許容されるか変動があることを意味する。例
えば、本明細書で記載されている、測定する性質中で測定可能又は測定不可能な粘度、融
点などの小さい変動は、人的過誤に起因する場合もある。その他の変動は製造工程におけ
る固有の変動、配合物の熱履歴等によって生じる。それでもなお、接着剤組成物は、報告
されているような性質を実質的に有していると言える。
【００１５】
　本発明で使用する場合、「主要比率」とは材料又はモノマーを５０重量％にて使用する
ことを意味する。本発明で使用する場合、用語「主成分」とは、材料又はモノマーがより
一般的な物質である、若しくはその他のものと比較して混合物内又はポリマー内でより高
濃度を有するが、５０重量％に満たない場合もあることを意味する。
【００１６】
　移行句「基本的に～からなる」は特許請求の範囲を特定の材料に限定するが、実質的に
特許請求する材料の基本特性及び新規特性に影響を及ぼさない材料を含む。これらの特性
としては、オープンタイム、凝集力（引張強度）、剥離強度及び粘度が挙げられる。有意
性のある第３ポリマーの量又は粘着付与剤の量は、特許請求する材料の基本特性及び新規
特性に大いに影響を及ぼす。
【００１７】
　接着剤材料は、１－ブテン及びポリイソブチレンポリマー又は類似の材料等の相溶性の
非晶性液体ブタンポリマーを含む第２非晶性ポリマーを含む、実質的に非晶性又はランダ
ムに重合したポリマー材料を含むポリオレフィンコポリマーを含む、第１ポリマーを含む
。ポリイソブチレンポリマーは、実質比率（５０モル％超かつ多くの場合９０モル％超）
のイソブチレンモノマーを含む。
【００１８】
　第１非晶性ポリマーは、通常はブタン（例えば）１－ブテンを含み、エチレン、プロペ
ン又は第２のＣ４～４０オレフィンポリマーを含有することが可能なコポリマー又はター
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ポリマーであり得る。これらの実質的に非晶性である結晶化度の低いポリマーは、１０％
未満かつ好ましくは５％未満の結晶性特性を有する。
【００１９】
　非晶質ポリマーは、ランダムブタン－α－オレフィンコポリマーと呼ばれることもある
ブタン系コポリマー（最少量が少なくとも４０又は６０重量％の１－ブテンの、約３０又
は４０）である。ブタンコポリマーは、１つ以上の単位、例えば、プロペンから誘導され
るモノマー単位、エチレン又は４～約３０の炭素原子を含むα－オレフィンから誘導され
る１つ以上のコモノマー単位を含む。
【００２０】
　第１コポリマーは約３０モル％～約７５モル％、好ましくは約４０モル％～約７０モル
％、約５０モル％～約６５モル％のブタンから誘導される単位を含む。ブテン誘導単位に
加えて、本コポリマーは約７０モル％～約３０モル％から約６０モル％～約４０モル％の
、好ましくはエチレン、プロペン又は少なくとも１種のＣ５～１０アルファ－オレフィン
モノマーから誘導される単位を含有する。
【００２１】
　１つ以上の実施形態では、α－オレフィンコモノマー単位は、エチレン、１－ブテン、
１－ヘキサン、４－メチル－１－ペンテン及び／又は１－オクテン等のその他のモノマー
からも誘導され得る。例示のアルファ－オレフィンは、エチレン、ブタン－１、ペンテン
－１、２－メチルペンタン－１、３－メチルブテン－１、ヘキサン－１、３－メチルヘキ
セン－１、４－メチルペンテン－１、３、３－ジメチルブテン－１、へプテン－１、ヘキ
セン－１、メチルへキセン－１、ジメチルペンテン－１、トリメチルブテン－１、エチル
ペンテン－１、オクテン－１、メチルペンテン－１、ジメチルへキセン－１、トリメチル
ペンテン－１、エチルへキセン－１、メチルエチルペンテン－１、ジエチルブテン－１、
プロピルペンタン－１、デセン－１、メチルノナン－１、ノナン－１、ジメチルオクテン
－１、トリメチルへプテン－１、エチルオクテン－１、メチルエチルブテン－１、ジエチ
ルへキセン－１、ドデセン－１、及びヘキサドデセン－１からなる群から選択される。
【００２２】
　１つ以上の実施形態では、非晶性コポリマーは、約３０モル％～約７３モル％、好まし
くは約５０モル％～約００モル％のブタンから誘導される単位、及び約７０モル％～約３
０モル％から約６０モル％～約４０モル％、約５０モル％～約６５モル％のエチレン、プ
ロペン、１－へキセン、又は１－オクテンから選択される少なくとも１種のアルファ－オ
レフィンモノマーから誘導される単位を含む。少量のα－オレフィンモノマーは約０．１
～２０モル％の範囲で使用可能である。非晶性ポリマーは約１，０００～約２５，０００
以下、好ましくは約２，０００～２０，０００の重量平均分子量（Ｍｗ）を有する。
【００２３】
　１つ以上の実施形態では、第１コポリマーは、少量のα－オレフィンモノマーが約０．
１～２０モル％の範囲で使用可能である一方、約３０モル％～約７０モル％、好ましくは
約４０モル％～約６０モル％のブタンから誘導される単位、及び約７０モル％～約３０モ
ル％から約６０モル％～約４０モル％のプロペンから誘導される単位を含む。
【００２４】
　非晶性ポリマーは、約１，０００～約５０，０００以下、好ましくは約５，０００～４
５，０００の重量平均分子量（Ｍｗ）を有する。
【００２５】
　非晶性コポリマーは、ＡＳＴＭ　Ｃ３２３６で１９０℃にて測定した場合、１０，００
０ｍＰａ・ｓ（１センチポアズ［ｃｐｓ］＝１ｍＰａ・ｓ）未満の粘度、例えば約２，０
００～８，０００ｍＰａ・ｓを有する。溶融粘度はＡＳＴＭ　Ｄ－３２３６に従い測定さ
れ、これは本明細書においては「粘度」及び／又は「ブルックフィールド粘度」とも称さ
れる。
【００２６】
　非晶性ポリオレフィンのいくつかの例としては、Ｒｅｘｔａｃ　Ｅ－６２、Ｅ－６５を
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含むハンツマン社（Huntsman）製のＲｅｘｔａｃポリマーが挙げられる。例えば、明示的
に本明細書に組み込まれている、Ｓｕｓｔｉｃに付与された米国特許第５，７２３，５４
６号明細書のポリマーに関する記載を参照のこと。その他の有用な非晶性ポリマーは、Ｖ
ｅｓｔｏｐｌａｓｔ（登録商標）及びＥａｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）として販売されて
いる材料である。
【００２７】
　接着剤材料は、第１ポリマーの１－ブテン構成成分と相溶性がある第２ポリマーを含む
。このような相溶性は、少なくとも１つのブテンモノマー（１－ブテン、シス及びトラン
ス－２－ブテン、並びにイソブチレン）異性体を含む、液体非晶性物質から生じる。通常
の炭化水素の特性を有するホワイトオイルなどの従来の可塑油とは異なり、有用な材料は
相溶性が十分であり、凝集性を向上させる一方で、結果としてアド・オン加工可能特性を
改善し、粘度を低減し、接着結合を維持する。本開示で使用される用語として、ポリマー
ブレンドに関する用語「相溶性のある、相溶性」は、（１）均一のホットメルト中へ材料
ブレンドを入れること（２）非晶性－ブテンポリマーの重量に対する混合物の凝集力（７
０／３０～５０／５０）を意味し、かつ第２非晶性ポリマーは合成目的で維持されること
を意味する。好ましい材料は、相溶性の鎖延長剤、希釈剤及びポリイソブチレンポリマー
などの粘度調整剤を含む。ポリマーは、イソブチレン単位の主要比率を含むことができる
か、
　［－Ｃ（ＣＨ３）２－ＣＨ２－］ｎ
　として表すことができ、
　式中、ｎは１５～７５である。ポリイソブチレンなどの好ましい材料は、約２００～２
０，０００ｍ、約２００～５，０００又は５００～３，０００の分子量を伴う粘稠液体で
ある。好ましい液体材料は、１００℃で約１００～２０，０００のセイボルトユニバーサ
ル秒（ＳＵＳ）（Saybolt Universal seconds viscosity）粘度を有する。ポリイソブチ
レンに特有の特徴は、ガス透過性が低く、酸、アルカリ及び塩溶液の作用に対する耐性が
高いことに加えて、誘電率が高いことである。これらの特徴は、太陽光又は紫外線の作用
下で徐々に低下する（カーボンブラックを添加することによりこの過程は遅くなる。）産
業上、ポリイソブチレンは、－８０℃～－１００℃の温度でモノマーのイオン重合（Ａｌ
Ｃｌ３触媒）により製造される。これらは、ゴム産業で通常使用されている装置を使用し
て加工される。ポリイソブチレンは、天然又は合成ゴム、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル
、及びフェノール－ホルムアルデヒド樹脂と容易に混ざり合う。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、可塑剤として約３５０～約１０，０００の間の平均分子量を
有するポリプロピレン、ポリブテン、水素添加ポリイソプレン、水素添加ポリブタジエン
、ポリピペリレン、ピペリレンの及びイソプレンのコポリマーなどが挙げられる。その他
の実施形態では、可塑剤として従来の脂肪酸グリセリルエステルが挙げられる。
【００２９】
　上述の通り、実施形態又は好ましい組成物は、オープンタイム、基材の濡れ、又は粘着
のうち任意の特徴を接着剤材料に追加できる、有効量の従来の粘着付与剤材料を実質的に
使用せずに生成される。粘着付与剤の使用を回避することによりコストが低減されると共
に、配合者が供給不足の材料を使用せずに済む。さらに、粘着付与剤は、使い捨て物品に
望ましくない臭いを付与する可能性があり、また、乳幼児用おむつに使用されるポリエチ
レンバックシート材の強度を低下させる可能性のある低分子量可塑剤（ＳＢＣ系接着剤に
使用されるプロセスオイル等）の担体として作用する可能性もある。このような物品に使
用されるポリエチレンフィルムの厚みが薄型化しているので、バックシートの完全性の重
要性が高まっている。「従来の粘着付与剤樹脂」という語を用いる場合、これらの樹脂は
、典型的なホットメルト接着剤に使用される接着剤技術及び接着剤産業において一般に入
手可能である。この範囲に包含される従来の粘着付与樹脂としては、脂肪族炭化水素樹脂
、芳香族修飾脂肪族炭化水素樹脂、水素化ポリシクロペンタジエン樹脂、ポリシクロペン
タジエン樹脂、ガムロジン、ロジンエステル、ウッドロジン、ウッドロジンエステル、ト
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ール油ロジン、トール油ロジンエステル、ポリテルペン、芳香族修飾ポリテルペン、テル
ペンフェノール樹脂、芳香族修飾水素化ポリシクロペンタジエン樹脂、水素化脂肪族樹脂
、水素化脂肪族芳香族樹脂、水素化テルペン及び変性テルペン及び水素化ロジンエステル
が挙げられる。多くの場合、従来の配合において、この種の樹脂は、約５～約６５重量％
の範囲、多くの場合は約２０～３０重量％の範囲の量で使用される。
【００３０】
　さらなる実施形態において、本明細書に開示される組成物は、所望により酸化防止剤又
は安定剤を含むことができる。本明細書にて開示された接着性組成物には、当業者に周知
の任意の酸化防止剤を使用することができる。好適な酸化防止剤の非限定的な例としては
、アルキルジフェニルアミン、フェニルナフチルアミン、アルキル又はアラルキル置換フ
ェニルナフチルアミン、アルキル化ｐ－フェニレンジアミン、テトラメチルジアミノジフ
ェニルアミン等のアミン系酸化防止剤、及び２，６－ジ－ｔ－ブチル－ｒ－メチルフェノ
ール等のヒンダードフェノール化合物、１，２，５－トリメチル－２，４，５－トリス（
３’，５’－ジ－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、テトラキス［（メ
チレン（３，５－ジ－５－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート）］メタン（例え
ば、チバガイギー、ニューヨークのＩＲＧＡＮＯＸＴＭＩ　０１０），オクタデシル－３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシシンナメート（例えば、Ｃｉｂａ　Ｇｅｉｇｙか
ら市販されているＩＲＧＡＮＯＸＴＭ　１０７６）及びこれらの組合せが挙げられる。酸
化防止剤を使用する場合、組成物中の量は、組成物の総重量の約０超～約１重量％、約０
．０５～約０．７５重量％又は約０．１～約０．５重量％とすることができる。
【００３１】
　さらなる実施形態において、本明細書に開示される組成物は、所望により蛍光増白剤、
着色剤又は顔料を含むことができる。本明細書に開示される接着剤組成物には、当業者に
周知の任意の着色剤又は顔料を使用することができる。好適な蛍光増白剤、着色剤又は顔
料の非限定的な例としては、トリアジン－スチルベン、クマリン、イミダゾール、ジアゾ
ール、二酸化チタン及びカーボンブラック、フタロシアニン顔料及びその他の有機顔料等
の蛍光材料及び顔料（ＩＲＧＡＺＩＮＢ、ＣＲＯＭＯＰＨＴＡＬＢ、ＭＯＮＡＳＴＲＡＬ
Ｂ、ＣＩＮＱＵＡＳＩＡＢ、ＩＲＧＡＬＩＴＥＢ、ＯＲＡＳＯＬＢ等で、いずれもタリー
タウン、ニューヨークのチバスペシャルティケミカルより入手可能）が挙げられる。蛍光
増白剤、着色剤又は顔料が使用される場合、組成物中の量は、組成物の総重量の約０超～
約１０重量％、約０．０１～約５重量％又は約０．１～約２重量％とすることができる。
【００３２】
　本明細書に開示される組成物は、所望により、香料又は他の着臭剤等の芳香剤も含むこ
とができる。このような芳香剤は、例えば剥離ライナーを除去するか組成物を加圧して芳
香剤を放出することができるようなライナーに保持するか、マイクロカプセル等の放出剤
内に含有させることができる。
【００３３】
　さらなる実施形態において、本明細書に開示する組成物は、所望によりフィラーを含む
ことができる。本明細書に開示される接着剤組成物中には、当業者に周知の任意のフィラ
ーを使用することができる。好適なフィラーの非限定的な例としては、砂、タルク、ドロ
マイト、炭酸カルシウム、粘土、シリカ、雲母、ウォラストナイト、長石、ケイ酸アルミ
ニウム、アルミナ、水和アルミナ、ガラスビーズ、ガラス微小球、セラミック微小球、熱
可逆性プラスチック微小球、重晶石、木粉及びこれらの組合せが挙げられる。本組成物中
にフィラーが使用される場合、その量は、約０超～約６０重量％、約１～約５０重量％又
は約５～約４０重量％とすることができる。
【００３４】
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【表１】

【００３５】
　本ホットメルト接着剤組成物は、従来のホットメルト接着剤の塗布装置に使用するのに
適した溶融レオロジー及び熱安定性を有する。ホットメルト接着剤組成物のブレンドされ
た成分は塗布温度における溶融粘度が低いので、組成物に溶剤やエキステンダーオイルを
含有させることでその力に頼らなくとも、流涎装置、例えば塗工ダイやノズル内において
組成物が流動しやすくなる。２７番の回転子を用いてＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ｔｈｅｒｍ
ｏｓｅｌ　ＲＶＴ粘度計により１７６．６６℃（５０ｒｐｍ、３５０°Ｆ）にて測定した
ホットメルト接着剤組成物の溶融粘度（ミリパスカル秒又はセンチポイズ（ｃＰ））は、
１，５００ｃＰ～３，５００ｃＰ又は約２，０００ｃＰ～３，０００ｃＰである。本ホッ
トメルト接着剤組成物は約８０℃～１４０℃の軟化点（ＡＳＴＭ　Ｄ　３４６１－９７メ
トラー軟化点法のための標準試験方法）を有し、いくつかの実施形態においては約１１５
℃～１３０℃である。本ホットメルト接着剤組成物の典型的な、但しこれらに限定される
ものではない工業用途としては、使い捨て衛生用消耗品、不織布材製、フィルム、微孔性
フィルムなど、例えばおむつ、女性用衛生パッド、ナプキン、病院外科診療用ドレープ及
びパッド等が挙げられ、様々な基材へホットメルト接着剤組成物を塗布する自動化手段に
おいて、低温可撓、耐熱性及び最終用途の有効性などすべてが有効に作用する。
【００３６】
　物品としては、ホットメルト接着剤組成物により接着結合される、任意の２以上の基材
を有する品目が挙げられる。このような物品において接着結合している基材は、厚紙、紙
、ポリエチレンテレフタレート等のポリエステルなどの熱可塑性プラスチック、ナイロン
等のポリアミド、又はポリプロピレン、熱硬化性ポリマー、及びその組合せ、ブレンド、
又は層状複合材等の材料から形成されており、いくつかの実施形態においては、ワックス
、アクリル系ポリマー又はその他の材料のコーティング、着色剤、防腐剤、安定剤、加工
用潤滑剤等並びにこれらの任意の材料の組合せを含む。基材としては、固体、非多孔性の
品目並びにシートに加えて、不織布、紙、精製綿、伸縮と通気が可能なポリプロピレン及
びポリエチレン及びコポリマー等の多孔性の品目並びにシートが挙げられる。
【００３７】
　別の態様は、本ホットメルト接着剤組成物を用いた製造方法である。この方法は、溶融
した組成物を基材に塗布し、続いて接着剤組成物を第１基材に塗布してから０．１秒～５
秒以内に接着剤組成物を第２基材と接触させることを含み、この接触によって基材間に接
着結合が生じる。
【００３８】
　さらなる別の態様は、ホットメルト接着剤組成物を含む製造物品であり、当該物品は、
ある量のホットメルト接着剤組成物を用いて接着結合された少なくとも２つの基材を具備
する。典型的な製造物品としては、例えば、おむつ、女性用衛生パッド、ナプキンなどの
使い捨て衛生用消耗品等の物品が挙げられ、例えば、ポリエチレンラップ及び／又はポリ
プロピレンラベル、又は保護性プラスチックトップを有する不織布を有するパルプ又は厚
紙等の、低エネルギー材料及び高エネルギー材料を組み合わせて形成された物品である。
一般に、ホットメルト接着剤組成物を有利に用いて結合された物品は、低温可撓性、耐熱
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性及び接着剤組成物を基材に塗布する自動化手段における最終用途の有効性などが、すべ
て有効に作用する。
【００３９】
　ホットメルト接着剤組成物を後述する溶融混練により配合した。特定の構成成分及び構
成成分の量を次に示す。本接着剤を用いて製造される物品においては、ポリマーフィルム
及び繊維又は繊維塊間に接着結合を形成することにより物品を製造することができる。本
物品はまた、ポリマーフィルム及び不織布間に形成された接着結合を含むこともできる。
加えて、この物品は、外層となるポリマーフィルムと、繊維マップ（fiber map）又は不
織布を含む内側の構成要素とを備える多層構造間に接着結合を形成することによって製造
することができる。
【００４０】
　接着剤材料は、一般に入手可能な使い捨て消耗品の集合における構造接着剤として使用
することができる。このような物品としては、乳幼児用おむつ、成人用おむつ、ベッドパ
ッド、衛生用品及びその他の吸収性物品が挙げられる。通常は、少なくともポリマーフィ
ルムを、その他のフィルム及び繊維性材料と組み合わせることによって、このような物品
が製造される。繊維性材料としては、織布又は不織布などの繊維、繊維マット、繊維集合
体、ファイバーボールの形態にある繊維等を挙げることができる。
【００４１】
　このような吸収性物品は、通常、物品内に保持された吸収体を具備する。吸収体は、通
常、不織物製の内部ライナーを使用し覆われている。このようなライナーは、流体又は湿
気を物品内部から吸収体層へと通過させる、スパンボンド成形された不織構造体等の、透
過性が非常に高い材料を含む。吸収性物品内に形成される吸収体層又は構造は、通常、吸
収性物品内に放出された液体又は流体物質を実質的に吸収することを目的とした、繊維塊
パッド又はセルロースパルプ又は木材パルプを具備する。繊維若しくは綿毛は、セルロー
ス繊維、合成繊維又はこれらの混合物である木質繊維、セルロース繊維、ポリエチレン繊
維、ポリプロペン繊維又はその他の繊維材料（多くの場合、超吸収素材である）のブレン
ド等を含むことができる。吸収性物品の吸収能力を増大させるために、吸収性が極度に又
は非常に高い材料が使用される。このような材料は、変性天然ガム及び樹脂等の有機材料
であるが、ヒドロゲル等の合成ポリマー材料を含む場合も多い。カルボキシメチルセルロ
ース、アクリル系ポリマーのアルカリ金属塩、ポリアクリルアミド、ポリビニルアルコー
ル、ポリエチレン無水物ポリマー（polyethylene anhydride polymer）及びコポリマー、
ポリビニルエーテルポリマー及びコポリマー、ヒドロキシアルキルセルロースポリマー及
びコポリマー、ポリビニルスルホン酸ポリマー及びコポリマー、ポリアクリル系ポリマー
、ポリビニルピロリドンポリマー及びコポリマーを吸収機能部に用いることができる。
【００４２】
　このような使い捨て物品に使用される不織布層は、通常は、天然又は合成繊維を結合さ
せた構造体を具備する略平坦な構造を有する。
【００４３】
　このような不織材料は、多くの場合、スパンボンドやメルトボンド等を包含する様々な
技術を使用して製造される。このような不織材料は、多くの場合、繊維又は粗糸を実質的
にランダムなパターンでランダムに配置し、次に繊維に固有の結合特性を利用して熱的に
結合させることによるか又は樹脂材料を繊維に適用して結合させることにより製造される
。不織材料の製造には、ポリオレフィン、ポリエステル、エチレン酢酸ビニルポリマー、
エチレンアクリル酸ポリマー又はその他の様々なポリマーを使用することができる。
【００４４】
　物品の外側は、多くの場合、液体不透過性のポリマーフィルムを備える。ある種の態様
においては、ポリマーフィルムの外面に、より布地に近い特徴又は不織物の特徴を得るた
めの外層を追加することにより、外側のポリマーフィルムをさらに改良することができる
。外側フィルムは、通常はポリマーフィルムの単層からなるが、多層フィルム構造とする
こともできる。典型的なポリマーシート材料は、ポリエステル、ポリオレフィン又はフィ



(10) JP 2017-504366 A 2017.2.9

10

20

30

40

ルム層に形成することができるその他の熱可塑性シート材料を含む、引張り強度の高いポ
リマーを含む。ポリオレフィン又はポリエステルポリマー材料は、多くの場合、シートに
形成され、強度、可撓性及び突刺抵抗性を改善するために処理される。二軸延伸、熱処理
又は表面処理等の技術は、ポリマーフィルムのフィルム特性を改善することができる。こ
のようなポリマーフィルムの厚みは、多くの場合、約１０～約１００ミクロンの範囲にあ
る。
【００４５】
　本発明者らが上述してきた吸収性物品の一実施形態は、不透過性かつ通気性のポリマー
フィルム並びに布地、吸収体層であるパッド又はマットと、不織物の内層とを備える。こ
の３つの構成要素を備える構造は、吸収体層を不織物内層の間に保持しながら不織物内層
をポリマーフィルムに接着させる製造技術を用いて、接着剤を塗布することにより構築さ
れている。
【００４６】
　本接着剤組成物は、ホットメルト接着剤として溶融状態で基材に塗布することもでき、
あるいはポリマーフィルム、不織物又は吸収パッドに塗工、塗布又は噴霧することもでき
る。接着剤は、通常、スロットコート、スプレー式又はビード状の噴霧式、ドットパター
ン、スパイラルパターン又はその他の従来のパターンに、ノードソン（Nordson）の塗布
技術等を用いて塗布される。好ましい実施形態においては、接着剤組成物の組成物は、ス
ロットコートを使用して（ノードソントゥルーコート（Nordson true coat）又はスピー
ドコートスロット（Speed coat slot）を使用）高速で基材に塗布される。
【００４７】
　この材料は、通常、結果として得られる接着した材料に対し、約０．１～約２０又は約
０．２～約１０又は約０．３～約１５グラム毎平方メートル（ｇ・ｍ－２）の量で塗布さ
れる。本接着剤材料は、アド・オンレート０．５～２ｇ・ｍ－２、０．６～１．７ｇ・ｍ
－２又は０．７～１．５ｇ・ｍ－２にて、生理用製品又は使い捨て消耗品に使用すること
ができる。類似したアド・オンレートは、ナプキン構造の弾性接着体及びその他の使い捨
ての物品にて実施することができる。開示される本材料の特に好ましい用途としては、乳
幼児用おむつ構造、おむつのシャーシ構造、おむつの吸収コアの安定化、おむつの外側を
覆い保護するラミネーション、女性用ナプキン構造及び吸収コアの安定化、女性用ナプキ
ンの接着シール等が挙げられる。
【００４８】
　実験例
　第１非晶性コポリマー、第２相溶性コポリマー及び酸化防止剤を高温の混合条件にてブ
レンドすることにより完全に均質な溶解物を形成し、多数のホットメルト接着剤組成物を
調製した。必要に応じて混合温度を約１３５～約２００℃、好ましくは約１５０～約１７
５℃の間で変化させ、均質性を得た。加熱した容器中で最終接着剤組成物を完全に均質化
するため、在来型の加熱式撹拌ブレード（ＷｉｓｅＳｔｉｒ、（登録商標））ミキサーを
使用した。
【実施例】
【００４９】
　（実施例１～３）
　ホットメルト接着剤組成物を後述するように溶融混練することによって配合した。特定
の成分及び成分の量を次の表２に示す。
【００５０】
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【表２】

【００５１】
　比較実施例１
　ホットメルト接着剤組成物を、後述のように溶解混錬により配合する。特定の成分及び
成分の量を次表３に示す。
【００５２】

【表３】

【００５３】
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【表４】

【００５４】
　全ての試験は粘着力と良好な接着を示している。一連の試験データ２、３、４、５、９
、１２、１５、１６、１７、１９及び２０は、これら全ての結果が、構造物の製造が好結
果であるための要求条件を超えた値を示している。
【００５５】
　これらのデータは、使い捨て吸収性物品において、材料が構造物の優れた接着を提供す
ることを示している。ある種の条件下では、粘度は材料の流れに対する抵抗に関係するこ
とに注意されたい。この特有の性質は、溶解したポリマーの流動性、濡れの程度、及び基
材への浸透を決定する。これは、ホットメルト接着剤材料としての加工可能性及び実用性
の指標を提供するものである。
【００５６】
　融解粘度は、一般にポリマーの分子量と相関関係にあり、ブルックフィールドＤＶ－Ｉ
Ｉ＋Ｐｒｏ（回転１０ｒｐｍ、スピンドル＃ＳＣ４－２７）を用いて、ミリパスカル秒（
ｍＰａ・ｓ）又はセンチポアズ（ｃＰ）にて報告されている。
【００５７】
　摂氏温度又は華氏温度におけるメトラー軟化点は、通常、ＡＳＴＭ　Ｄ３１０４を使用
して測定される。ポリオレフィン材料の非晶性は、明確ではなく、又一定ではない融点を
もたらす。むしろ温度が上昇するほど、非晶性ポリマーは固体から軟化し、次に液体材料
へと徐々に変化する。ガラス転移又は融解温度は、多くの場合、明確には定義されていな
い。この温度の証明は、一般に、円盤状のポリマー試料を毎分２℃又は毎分－１２．２℃
（１０°Ｆ）の速度で加熱し、試験体である鋼球（グラム）が試料を貫通して落下するの
に十分に軟化する正確な温度を測定することによりなされる。報告されるポリマーの摂氏
温度又は華氏温度における軟化点は、通常はポリマーの耐熱性、有用な適用温度及び固化
点の指標となるため、重要である。
【００５８】
　表４に示すような積層条件にて、ＳＭＳ不織布（１１．６ｇ・ｍ－２）、微多孔性ポリ
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エチレンフィルム（０．１２７マイクロメートル／０．５ｍｉｌ）から積層体を形成する
ことにより剥離試験の値を得た。積層体を、機械横方向で２５．４ｍｍ／１インチ幅の細
片に切断した。ＴＭａｓプルテスターを使用し、室温で５０．８ｃｍ・ｓｅｃ－１／（２
０ｉｎ－ｓｅｃ－１）の速度にて積層体を分離することにより、１５周期平均の剥離力を
測定した。
【００５９】
　特許請求の範囲は、好適には、開示された又は引用されたいずれかの要素を含むか、こ
れらからなるか、又は本質的にこれらからなるか、若しくは実質的にこれらを含まないも
のであってもよい。本明細書において例示的に開示した本発明は、本明細書に具体的に開
示していない任意の要素の不存在下で適切に実施することもできる。上述した様々な実施
形態は、例示のみを目的として提供されるものであり、本明細書に添付される特許請求の
範囲を限定するものと解釈するべきではない。本明細書に例示及び記載する例示的実施形
態及び用途に従うことなく、かつ次に示す特許請求の範囲と真の趣旨から逸脱することな
く、様々な修正及び変更を行うことが可能である。
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